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DDXパケット交換機のソフトウェア
Software SYStem Of DDX Packet Switching SYStem

DDXパケット交換網は,低コストで高品質の多種多様なデータ交換サービスの提

供を目的として,日本電信電話公社が昭和54年6月からサービス開始を予定してい

る公衆データ網である｡この綱は,高信頼度のDlO形電子交換機の中央処理系を使

用したパケット交換機(PS)と加人者線を集線･多重化するために,新たに開発し

たパケット多重化装置(PMX)で構成する｡

このDDXパケット交換網を制御するソフトウエアは,PSとPMXのプログラム

を簡素化し,構造を単純化することにより,処理能力の向上と経済化を図っている｡

また,パケットの伝送誤りの回復,最適径路の選択,あるいは流量制御などの綱内

制御により網の品質を高め,更に,蓄積交換の特徴を生かして数多くのサービスを

実現している｡

l】 緒 言

Dendenkosha DigitalData Excbange(以下,DDXと略

す)パケット交換網は,日本電信電話公社が昭和54年6月に

我が国の7都市でサービスを開始する予定の公衆データ綱で

ある｡

このパケット交換網は従来の電話網とは異なり,端末から

の情報を順次綱内の交換機が蓄積しながら相手端末に送り届

ける蓄積交換網である｡

ところで,公衆パケット交換サービスは,初めて市場にヱ‾11

るものであー),今後の需要動向は未知数である｡このため,

融通性と拡張性をもたせたシステム設計が必要であり,パケ

ット交換ソフトウェアについても特にそれらの点に留意して

開発を進めてきた｡

この論文では,パケット交換ソフトウェアシステムの概要,

パケット交換機(以下,PSと略す)の処理方式及びパケット

多重化装置(以下,PMXと略す)の処理方式について述べる｡

凶 パケット交換プログラムの構成条件

2.1 収容端末クラス

DDXパケット交換網に収容する端末の種類には,大別して

次に述べる2種類がある｡

(1)パケット交換網と端末に関する国際的な標準である国際

電信電話諮問委員会(CCITT)勧告Ⅹ.25に従ったパケットの

形でデータを送受信するパケット端末(Packet Terminal:

以下,PTと略す)

(2)パケットの形でデータを送受信する機能をもたない一般

端末(Non Packet Mode Terminal:以下,NPTと略す)

このうち一般端末については,更に次のように分類している｡

(a)今後の端末の主流になるものと思われるハイレベル伝

送制御(以下,HDLCと略す)手順端末

(b).既存の代表的伝送制御手順端末として調歩式ベーシッ

クモード伝送制御手順端末

(c)その他の端末として,デ∬タをパケット化するための

きっかけとなる符号だけを規定して収容するデリミタ端末

また,端末速度はCCITT勧告と国内での使用実績から

表lに示すように7種類としている｡

脇坂克彦*

青木栄司*

林 和行*

Ⅳαたょぎα如 ∬α～ざ以んi人()

Aoん≠ E∫ノJ

肋〟αざんJ肋z7J訂以ム才

表l 収容端末クラス DDXパケット交換網は,多種頬の端末を収容す

る｡

端 末 ク ラ ス
同期

方式
速 度 (b/s)

パ ケ ッ ト 端 末(PT)

i司期式

2′400,4.800,9′6〔旧,

48′000

2′400,4.800,9.600

般

端

末

N

P

T

ハイレベル端末

(HD+C手順･UA･二次局)

ベーシック

端末

会話形ベーシック

調歩式 200,300.l′200

全二重ベーシック

デリミタ

端末

ベーシック系デリミタ書

無手順系デリミタl一事

無手順系テリミタ2…*

注:♯ デリミタ文字はETX,ETB.EOT,ENO,ACK,NAK,DJE
◆●

デリミタ文字はCR,BEL,ENQ,ACK
*書*

デリミタ文字はETX,BEL,ENQ,ACK

2.2 サービス項目

パケット交換網の基本サービスには次の2種類がある｡

(1)選択接続(VirtualCall:VCと略す)

通信開始時に発信端末が相手端末を指定する｡任意の相手

との接続ができる｡

(2)固定接続(Permanent VirtualCircuit:以下,PVC

と略す)

通信相辛が常に固定されていて呼設定動作が不要である｡

従来の専用線相当の使い方ができる｡

このほかの付加サービスとして,表2に示すような各種の

サービスを提供する｡

2.3 寺号方式

日本全国の端末が一律に7桁のアドレスをもつ方式(全国

閉番号方式)とし,端末の操作性と綱の番号管理を簡単化し

ている｡

2.4 課金方式

網を使用して,相手端末に伝送した情報の量と伝送した距

離(3段階としている)とに比例した料金を課金する(距離別

情報量課金制)｡

*

日立製作所戸i家工場
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表2 サービス項目 端末は選択権続と固定接続のどちらかを選択L,網に加入する｡付加サービスは,

必要に応じて網と契約する｡

サ ー ビ ス 名 称 概 要 特 徴 対象端末

基
本
サ
1

ビ

ス

選 択 接 続(VC) 通信ごとに呼の設定を行なう｡任意の相手と通信可能｡
不特定端末間通イ嘗

パケット端末

一般端末

固 定 接 続(PVC)

通信相手をlに限定L,呼設定動作を不要とする｡パケット網を専用線的

に使用できる｡
専用線的サービス

付

加

サ

1

ヒ'

ス

閉1或接続

ペ ア 形 網に登録した相手同士以外との通信は網で拒否する｡

専用網的サービス
グループ形 網に登録Lたグループの構成員である端末間以外の通信は網で拒否する｡

セ ン タ ー

括 課 金 センター括課金契約端末への着信時,着信側に課金する｡ 課金の利便化

ダイ レ クト コ ー ル 選択接続サービスであるが相手選択が不要｡

接続の利便化
一般端末

短 縮 ダ イ ヤ ル 選択接続サービスで選択者号の桁数がl桁又は2桁で接続が可能｡

相 手 通 知

通信開始前に互いの通信相手の確認ができるように.呼設定時通信相手の

端末番号を(発側には着側のを,着側には発側のを)それぞれ送出する｡

田 パケット交換網の構成

パケット交換網は,図1に示すようにパケット交換機PSと

パケット多重化装置PMXとで構成する｡

PSはDlO形中央処理系で構成し,高速大容量のPTとPMX

とをパケット多重伝送路経由で収答して,パケット化された

情報の交換制御を行なう｡また,PMXは,パケット化機能

をもたないNPTを綱に収容するためにパケット組立･分解

(Packet Assembly Disassembly:以下,PADと略す)機

能をもち,かつ低トラヒッタのNPTや中･低速のPTを効率

的に集線･多重化して綱に収容するための装置である｡

なお,加入者線及び網内伝送路は綱構成の融通性を維持す

るために,ディジタル,アナログいずれの伝送路でも用いる

ことができる｡

田 パケット交換網へのアクセスプロトコル

パケット交換方式は,端末からの情報を図2に示すパケッ

トの形式で転送することにより,1本の伝送路上に複数の仮

想的回線(論理チャネル)を設定し,この論理チャネルを使用

して一対の通信を行なう方式である｡このために,端末と網

との間に広範囲にわたる綱アクセスプロトコルを決めておく

必要がある｡DDX網ではPTに対して表3に示すように,電

気物理条件(レベル1),各論理チャネルに共通のリンク(パ

PT

PMX

PT

PT

｢ド

PMX

HSE

CC

HSE

CC

PMX

ケソト多重伝送路)制御(レベル2),論理チャネル対応の綱

制御(レベル3)及びNPTを制御するためのシステム制御(レ

ベル4)の4レベルに階層化して規定している｡また,図2

に示すように,端末からのパケットに更に交換制御用の情報

(綱内制御情報)を付与して交換制御を容易にしている｡

8 パケット交換網の機能とプログラム処理方式

パケット交換網にとって重要なことは,情報を低コストで

正確かつ迅速に伝送するとともに,多種類のサービスを提供

することである｡このために,表4に示すようにパケット交

換網として必要な各機能をPSとPMXで分担し実行している｡

以下にPS及びPMXのプログラムで分担している機能のう

ち主な機能の説明とそのプログラム処理方式について述べる｡

5.1 PSの機能と処理方式

PT,PMX及び隣接する交換局から送られてくるパケット

は,すべて高速信号制御装置(High Speed SignalCont-

roIEquipment:以下,HSEと略す)で受信し,主メモリに

記憶した後に必要なパケット処理を行ない,HSEを介して

目的地に向けて送信する｡これらの処理は図3に示すように,

パケットを受信･送信する通信制御プログラム(HSEIOCS)

とパケットの交換処理を行なうパケット呼処理プログラムと

で実行している｡

PT

｢ ‾-‾■‾`‾｢

l [ l

HSE

CC

PMX

PT

注:PT=パケット端末

PMX収容;2.4～9.6kb/s
PS 収容;2.4～48kb/s

NPT=一般端末

200b/s～9.6kb/s

PS=パケット交換磯

CCニ中央処理装置

HSE=高速信号制御装置

PMX=パケット多重化装置

･-=パケット多重伝送路

-=一般伝送路

L__ヱ宣+
PMX

図IDDXパケット綱の基本構成 DDX網は,NPTと中･低速のPTを集線Lてパケット多重を行なう

PMXと,PMXとPTを収容Lてパケット交換を行なうPSとで構成される｡
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Use｢Data lPT～PS間パケット形式

】

レーくル2 レベル3

ヽ__..■..ノ

レベル4 レベル2

User Data

+ ノ

レ/くル2
ト重畳些岬L-+

レ/ヾル3

網内制御情報

図2 網内パケット情報(データ･パケット)の形式

＼-ノ

レベル4

1
レ/ヾル2

DDXパケット交換機のソフトウェア 707

注:略字説明

F=フラグ･シーケンス

A=アドレス情報

C=リンク制御情報

sQN=洞内パケット･シーケンス番号

SDN=送信端末アドレス情報

RDN=受信端末アドレス情報

RN=方路番号

LCGN=論理チャネル･グループ番号

LCN=論理チャネル番号

GFl=パケットフォーマット識別

PS=■■送信シーケンス番号

PR=受信シーケンス番号
網内パケット形式

pHP=端末制御プロトコル情報

FCS=フレーム･チェック･シーケンス

プロトコル･レベルに従った階層構成とLており,

更に網内制御情報を付与Lて交換制御を容易にLている｡SDN,RDNは呼設定時のパケットに用い,以後のパケット

にはRN,+CGN,LCN群を用いる｡

表3 網アクセスプロトコル 端末が網にアクセスするためのプロト

コル(通信規約)を四つのレ′くルに分けて規定している｡

プロトコルレベル 規定項目 内 容 関連国際標準

レベノレ1

(電気物王里条件)

物理的条件
コネクタの形状,ピンの数,

ピンの番号づけ

工S.2110

IS,2593

D工S.49(】3

電気的条件

信号送出側の電圧,出力イン

ピーダンス,動作速度,受信

側の入力抵抗,動作電圧

∨.】ロ,∨.1l

∨.28,∨.35

接続回路と

その動作

匝]路の定義.ピンと回路の対

応づけ,信号の方向,各回路

の動作と相互関係

∨.24,∨.35

X.ZO,×.2l

×.24,×.20bis

X,21bis

レベノレ2

(リンク制御)
伝送制御

端末と網との間のブロックや

フレームの伝送の手順制御及

び誤り検出と匡]復の手順

X.25

IS,3309

D工S.4335

D工S.6159

レ･ぺノレ3

(網制御)

接続制御

発呼,ダイヤル.呼出,応答

などの論理回線(呼)設定及び

解放のための手順

×.20

×.25

データ転送

相手端末とのデータ送受のた

X.25

工S.2】ll

めの誤り制御と)充量制'御の手 工S. 3309

順 D工S.4335

D工S.6159

レペノレ4

端末制御

パケット端末がPMXを通じ

て一般端末と通信する場合の

(システム制御) 手順

(書式制御,流量制御など)

表4 PSとPMXの機能分担 psはパケットの交換制御を行ない,PMX

はパケットの組立･分解(PAD)機能を実行する｡

機 能

PS PMX

ソフト

ウェア

ハード

ウェア

(HSE)

ソフト

ウェア

/ヽ-ド

ウェア

加入者回線の監視･制j卸 ○ ○

キャラクタ組立･分解 ○

データ/パケットのバッファリング ○ ○

伝送制御手順の制御 ○ ○

伝送制御上の誤り検出 ○ ○

伝送制御上の誤り回復 ○ ○

発･着信分析 ○ ○

パケットの組立･分解 ○

パケットの順序補正 ○

パケットの;充書(フロー)制御 ○ ○

端末対応の楕捧制御(端末契約バッファ制御) ○

パケットの径路選択(ルーチング) ○

付加サービスの制御 ○

(1)伝送誤りの検ftlと回子女(リンク制御)

PT～PS間,PMX～PS間,更に綱内の中継リンクごと

のリンク･バイ･リンクに国際標準化機構(ISO)規定のHD

LC手順を使用して,伝送誤りの検出と回復を行なっている｡

HDLC手順は高効率伝送が行なえ,かつ見逃しビット誤り

率を低く抑えることができる｡このために,端末間(エンド･

ツー･エンド)でパケ･ソトの再送が発生する確率は平均値で

10‾5程度であり,従来の専用線に比べ高品質となっている｡

なお,この吉呉り検出･回復制御を,伝送路上に存在する複

数の論理チャネルに共通のレベル(リンク荷り御レベル)で実行

することによって制御の単純化を阿っている｡

HSE

と≡互]三亘巨田-- 巨≡]空Ⅲ羽･･一

F
ソト呼処理プログラ

受' 送
信 信

Q O

t■■岨■W‾

-一拍

ム

≡司I∃姐ヨ■

l●Ⅰ●I‾‾

ニ1

+_二

注:=S臼OCS=パケット通信制御プログラム

図3 パケット処理プログラムの構成 パケット通信制御プログラム

とパケット呼処ま里プログラムから成り,パケット呼処王里プログラムは,更に分

析部とタスク部とに大別される｡
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(2)論理チャネルの制御

パケット交換では,一対のプロセス間の通信を論理チャネ

ルを使用して行なうことは4章で述べたが,この論章里チャネ

ルを通信開始時に設定し通信終了時に開放する制御と,送受

信するパケットの管理を行なうのが呼制御である｡この呼制

御のために必要な呼制御メモリ(Link Memory:LIMと 略

す)をすべての論理チャネルに固定的に割r)付けることにより,

メモリ管理の単純化と処理負荷の軽f成を図るとともに,LIM

不足によリサービス性が低下することを防止している｡

保留時間に対して課金される回線交換に比べて,パケット

交換の場合保留時間が長くなる,すなわち端末当たり平均呼

量が大となることを考慮すると,LIMをハント方式としても

所要メモリのi成少は少ない｡

ところで,PSにはPT,PMX及び他交換局からパケット

が送られてくる｡P Sが呼制御を行なうに当たって,これら

のパケットを一元的に扱う ことができれば処理の統一イヒが図

れる｡そこで,P Sでは次に述べるような処理方式をとって

いる｡

図4はLIMとパケットとの対応関係を示したものである｡

PTからのパケットは,パケットに付与されている論理チャ

ネル番号(LogicalChannelNumber:以下,LCNと略す)

とHSEの回線番号(Route Number:以下,RNと略す)と

によりLIMと対応づける｡またNPTからのデータは,PMX

で端末収容位置番号(Line Number:以下,LNと略す)を付

与した後にパケットに組み立て,PSへ送出する｡PSでは,

PMXの識別をHSEのRNで行ない,このRNとLNとでLI

Mとの対応づけをする｡一方,他‾交換局にまたがる通信では,

呼設定時に通信相手の端末を収容する交換局に,このRNと

LCN,又はRNとLNを通知する｡以降の通信では,パケッ

ト内の網内制御情報にこれらの情報を含ませることによって,

他‾交換局から送られてくるパケットとLIMとの対応づけを行

なう｡

(3)伝送遅延時間の短縮

綱内でのパケット伝達遅延は,パケットの処章里待ち遅延,

送信待ち遅延及び中継段数に比例する伝送路による遅延によ

り発生する｡このうち送信待ち遅延と伝送路遅延は,後述の

径路選択制御の箇所で触れることとし,ここでは処理待ち遅

延の短縮について述べる｡

藍≡黎､

PT

しN=1

LN=2 匡≡至】由一

方識管理テーブル

苧NR

注2:SDM=加入者データ

LIM=リンク･メモリ

16

LCGN

PT管理メモリ

SDM

PMX管理メモリ

LN(LIM

HSE

RN=1

RN=3

リンク･メモリ

LCトJ(
LIM 5ワード

注1

+

パケットロ乎処理プログラムの各プログラム間の実行方式は,

図5に示すように電話交換機などで用いられている70ログラ

ム･キューを用いる方式とは異なr),プログラム･キューを

使用しないでパケットの入力から出力までを連続して処理す

る方式(シングル･スレ､ソド方式)をとっている｡これにより

プログラム･キューによる待合せをなく してパケット伝達遅

延時間を短くするとともに,70ログラム･キューを介するた

めの引継ぎ情報の編集やプログうムの中断･再開時の処理を

不要としているので,プログラム構造の単純化ともなってい

る｡機械接点を制j卸する電話交換機では,通話路制御に10ms

以上要したため内部処理は前処理と後処理に分離せぎるを得

なかったが,パケットではメモリ処理だけで‾交換処理が終わ

るため,二のような単純化が可能となった｡

(4)径路選択(ルーチング)

送信局から受信局にパケットを転送するに当たって複数の

転送ルートを選択できる場合には,前述の遅延時間の突豆縮と

パケット網全体の負荷の分散を目的として,パケットごとに

最適径路の選択(ルーチング)を行なっている｡

ルーチングの方式は幾つかあるが,複雑な制御を必要とす

る方式では交換機の負荷をかえって増大させてしまうので,

DDX綱では制御が比較的容易でかつ効果的な方式として固

定i王回方式を採っている｡これは出方路ごとの送出待合せパ

ケット数の大小により,あらかじめ受信局別に割り当てられ

た出方路を選択する方式である｡

(5)順序補正

前項(4)で述べたようにパケットごとに網内の通過径路が異

なることや,先に送られたパケットが網内誤りで再送処理を

受けている間に後ろのパケットが追い越すことがあり,送信

局が端末から受け取ったパケットの順序どおりに遠隔の′受信

局に届かない場合がある｡この順序逆転を検出し補正するた

めに,受信局で図2のSQN(綱内パケット･シーケンス番号)

でホす網内用の通番を宛先ごとにすべてのパケットに付与し,

√受信局で順序の確認と補正を行なっている｡

(6)流.量(フロー)利子卸

送信側端末が受信側端末の受信能力を超える速さでデータ

を送信した場合,綱内にパケットが累積して他の通信の疎通

を低下させることになる｡そこで,呼を識別するための論理

チャネル番号(網制御用のレ/ヾル3に相当)対応に一括送出可

一･-他交換局より

仁⊃=パケット多重伝送路

■■=パケットヘッダ部の呼識別情報

RN=方絡番号

LCGN=論理チャネル･グループ番号

+CN=論理チャネル番号

LN=回線番号

NPT加入者データエリア

唱5ワード

+N

ファイルメモリ

5ワード
図4 呼処理メモリの構成

P SはRN,+N.LCN,(LCGN)により,

パケットと端末対応メモリ(SDM,

LIM)との対応づけを行なう｡
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(b)プログラム･キューを用いない方式(DDXパケット方式)

図5 パケット処理方式 プログラム･キューを使わないシングル･スレッド方式であり･パケット伝達遅れを短縮Lている8

能パケット数(Window Size:以下,WSと略す)を送･受信

端末と綱との間で約束し,図2に示すように,端末からのパ

ケット内にあるレベル3の通番(図2のPS)を利用してWS

個を超えるパケットが網内に累積していないかどうかを監視

し,超えた場合はパケットが綱に入力されるのを規制する方

式を採っている｡すなわち,図6に示すように,送信端末は

受信側からの送信可パケット中の通番により確認されたパケ

ット以降,WS個分しか新たなパケットを送出することがで

きない｡

この流量制御は送･受信両端未聞(エンド･ツー･エンド)

に適用しているため,送信‾叶パケットで受信端末の送達確認

も兼ねることができる｡すなわち,送信端末は送信可パケッ

トを時限監視することにより,細内での伝送誤r)によるパケ

ット紛失の回復を図ることができる｡

(7)幅韓制御

上記の流量制御により,各論理チャネルが使用するバッフ

ァの最大数は制限されてはいるが,各チャネル対応に最大数

のバッブ7を用意することはバッファの便用効率を下げるこ

端末

ウインドウ･サイズ(WS)
′-■■-ヽ

[:コ⊂コ[コ

ー[:コ⊂コ

■■■■[:コ

⊂コ⊂コ[:コ

PS PS 端末

｢藤戸垂京｢+______+

L萎竺型壬+

[亨=す]

[アニす]

[旦旦ヱ]

[初野垂逐]

[頭廊]

桓1
フェーズ3

(データ転送)

〕慧ズ5
注:[コ 送信可能パケット(Wjndow空)

■ 送信不可パケット(恥ndow塞)

[:ニコパケット種別

=パケット伝送方向

図6 パケットの流量制御 端末は呼設定完了後データ･パケットの

送受信を開始L,ウインドウ･サイズ(WS)分のデータを連続して送信できる｡

その後,送信可パケットを受信すると,改めてデータ･パケットの送信が可能となるロ

パケット

データヘッダ

パケット多重伝送路

データ ヘッダ

パケット多重伝送路

とになるので,すべてのチャネル間でバッファを共有する方

式をとっている｡しかしこの結果,特定の端末に向かうパケ

ットだけが網内に累積し,その局全体に幅鞍が広がる恐れが

ある｡そこで,図7に示すように,複数の論理チャネルをも

っpTに向かうパケットの数がそのPTに割り当てられた数を

超えた場fナ,送信端末からのパケット入力を規制している｡

また,_L記の流量制御や幅韓制御を行なっても,交換機自

身のプロセッサ負荷やバッブ7使用率が許容値以上になり,

正常な交換動作が維持できなくなる場合がある｡このような

車朗奏状態に対しては綱全体としての制御が必要であり,帖検

局へのパケットの流人を抑えるために綱内の仝交換跡二異常

状態の発生を通知するパケットを送信し,幅韓局へのパケッ

トを綱の人口で規制する方法を才采っている｡

5.2 PMXの機能と処理方式

pMXは,多種類の端末からの入力に対して実時間処理が要

求される｡)PMXのプログラムは図8に示すように仕事のスケ

ジューリング■方法としてジョブサーチ方式を採っているため,

-一一定以上の長さのジョブは適当な箇所で自主的に中断して俊

先度の高いジョブの実行を終了した後,中断プログラムを再

開する方式としている｡このために,プログラムの構成を,

端 末

端 末

端 末

端 末

端 末

端 末

パケット

パケット

■■■-■-′

契約バッファ

00 ●

パケット綿

◇
契約バッファ

●● ●

パケット綱

PT

○空バッファ

●塞(送信待ち)バッファ

図7 パケット端末対応の梅捧 pTへの送信待ちパケット数が,あら

かじめ網と契約した数(契約バッファ数)を超えた場合は.新たなパケットの入

力を規制する｡
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図8 PMXプログラムの構成 パケット処理プログラムは,ハードウェア構成,伝送制御手順種別及びプロ

トコルの階層に合わせたモジュール構造をとり･更に■基本部とイ寸加部とに分けて経済的なPMXの構成を図っている｡

(a)ハードウェア構成

(b)パケットの階層構成

(c)伝送制御手順種別

に対応したモジュール構造としてプログラム構成の明確化を

図っている｡なお,ジョブの中断は必要な都度モジュール単

位に行なっている｡

(1)パケットの組立･分解(PAD)機能

PAD機能をもたないNPTに対しては,PMXがこの機能

を代行する｡このためにNPTと通信するPTに対して表3に

示したシステム制御プロトコルを規定し,この規約に従って,

PMXはNPTの加入者線の監視と制御を行なうとともに,

NPTからのデータをパケット化してPS経由で相手端末に送

信する｡また逆に,PSから受信したパケットをデータに分

解してNPTに送信する｡

(2)プログラムのモジュール化と階層化

PMXプログラムは前述したように,プログラム間インタ

フェースを統一し,モジュール構造化することにより,端末

種別の変更に柔軟に対応できる方式を採っている｡

また,図8で示したように,基本部モジュールと付加部モ

ジュールとに分け,必要プログラムだけを各PMXでもつ方

式とすることにより,PMXの設置地域ごとに収容端末種類

が偏る場合に経済的な構成が採れるようにしている｡

(3)pMXメモリの節約

加入者線系のコストを低減するために,PMXプログラムで

は次に示すような対策をとってメモリの節約を行なっている｡

(a)PSへの機能集中化

PMXの機能はPAD機能,端末制御70ロトコルの制御機

能及び集線･多重化機能に限定し,その他の機能は極力PS

へ集中化する方式としている｡

(b)遠隔プログラムオーバレイ制御

使用頻度が少ないプログラムはPSのファイルメモリ中

に保存しておき,必要に応じてPSからPMXの特定エリア

(オーバレイエリア)にロードする遠隔オーバレイ方式を用

いている｡

(C)パケット用バッファサイズの最適化

18

パケット交換は蓄積交換形のため,全メモリ中に占める

バッファメモリの割合は大きい｡PMXが取り扱うパケット

のデータ長は最大256バイトであるが,調査によると我が

国の平均的なデータ長分布は64～128バイトが最も多い｡

この点に着目し,バッファ使用効率の向上とバッファ管

理の答易化とのバランスを考慮して,÷パケット長(128デ

ータバイト十制御バイト=154バイト)をバッファの基本サ
イズとし,基本サイズを超えるデータが到着するとダイナ

ミックに次のバッファを割り付ける方式としている｡

l司 結 言

DDXパケット交換機ソフトウェアを取り巻く外部条件と

サービス仕様を述べ,それらを実現するためのソフトウェア

処理方式及び諸技術について述べた｡これらのソフトウェア

機能の基幹となるものは,

(1)pMXの内蔵プログラムによるPAD機能の実現とパケッ

トインタフェースへの統一

(2)パケット端末及び一般端末の70ロトコルの標準化

であり,プログラム処理技術としては,

(3)呼制御メモリの一元化

(4)シングル･スレッド形処理技術の導入

(5)プロトコル対応のモジュール構造化と階層化

である｡これらの技術は,データ通信サービスの発達に伴っ

て,相互通信の範囲を更に拡大するために,電話網との網間

接続,外国網との国際接続,あるいは標準70ロトコルへの変

換技術(端末の仮想化)などの拡充,高度化の検討へと発展し

ている｡

最後に,この開発は日本電信電話公社の指導のもとで,日

立製作所が日本電気株式会社,沖電気工業株式会社及び富士

通株式会社と共同で行なったものであり,関係各位に対し深

謝の意を表わす次第である｡
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